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学位論文内容の要旨

（目的）

  咬合機能の喪失が顎関節や歯周組織におよばす影響については多くの研究がなされてお

り、下顎頭軟骨層の菲薄化や歯根臓線維の廃用性萎縮などの組織変化が生ずることが報告

されている。しかしながら、咬合機能喪失後に咬合機能を回復させた場合の顎関節の組織

変化、あるいは顎関節と歯周組織の変化の相違、関連性については不明な点が多い。本研

究 で は 、 こ の 点 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 、 次 の 実験 を 行 っ た 。

（材料と方法）

  本研究の実験動物には、生後約6週齢、体重160g～180gのWistar系雄性ラット

81匹を用い、対照群（29匹）、咬合機能喪失群（30匹）、歯冠修復群（22匹）の3群

に分類し、それぞれ経時的に試料を採取し検索した。咬合機能喪失群のラットに対しては、

全身麻酔下で、ヒ顎左側第1、2、3臼歯の歯冠部を歯科用ダイアモンドポイントで歯肉

縁まで削除した。歯冠修復群は、咬合機能喪失群と同様の方法で、上顎左側第1、2、3

臼歯の歯冠部を削除した後、28日目に歯冠部を修復した。歯冠修復の方法としては、咬

合面にOrthomite Super―Bond~（サン・メディカル社製）を筆積み法で築盛し、左右臼歯

が均等に咬合するように調整した。対照群としては、無処置の正常ラットを用いたぃ咬合

機能喪 失群 は歯冠 削除 3、7、 14、 28、31、35、42、56日後に各3～4匹ず

つ、歯冠修復群は歯冠修復3、7、14、28日後に各5へ6匹ずつ、対照群は0、3、

7、14、28、 31、35、42、56日後に各3～4匹ずつ経時的に安楽死させた。

安楽死後、通法に従い、下顎頭は厚さ4ルmの正中前頭断連続切片を作製し、左側下顎頭

を検索した。また下顎骨では両側第1臼歯の遠´搬を含むように厚さ4ハmの前頭断連続

切片を作製し、下顎左側第1臼歯の歯周組織、特に歯根膜および歯槽骨について検索を行

った。

  作製した切片を用い、下顎頭、とくに軟骨層における経時的な変化について病理組織学

的に検索した。また下顎骨では歯周組織、とくに歯根膜および歯槽骨にっいて病理組織学

的に検索した。

  各群についての咬合機能の変化による下顎頭軟骨層の厚さの経時的変化を計測するため



に、軟骨層の厚さを画像解析装置(IBAS V2.0，Carl Zeiss Vision社製）にて測定した。測定

部分は上層（線維層および増殖層）と下層（成熟層および肥大層）に分け、中央部を基準

に5箇所の厚さを測定した。また、下顎頭軟骨層における細胞動態を明らかにするために、

免疫組織化学的検索を行った下顎頭の連続切片上で、軟骨層中央部の枠内（500 umX5

00″ m） に 標識 され た BrdU陽性 細胞 数 を計 測し 、その平均値 を求めた。

  歯周組織の経時的変化を計測するために、下顎第1臼歯遠´凵長頬側歯根膜腔の幅を測定

した。また、歯周組織における細胞動態を明らかにするために、免疫組織化学的検索を行

った下顎骨の連続切片上で、下顎第1臼歯遠´己帳頬側歯根膜領域に標識されたBrdU陽性

細胞を計測し、その値と歯根膜腔の面積をもとに単位面積あたりのBrdU陽性細胞数を算

出した。なお、細織計量学的検索により得られた測定値にっいては、同一実験期間内での

各群間に対してpost hoc testとしてFisherのPLSD法を用いた統計解析を行った。

（結果と考察）

  咬合機能の喪失により、下顎頭には急激な著しい変化が発現し、歯冠削除3日後には軟

骨層の菲薄化や'BrdU陽性細胞数の減少など萎縮性の変化が生じていた。同時に咬合機能

を喪失した歯牙の歯周組織にも急激な著しい変化が発現しており、歯冠削除3日後には歯

根膜線維芽細胞は萎縮性の変化を示し、線維芽細胞の配列がやや不規則になった。また、

歯根膜歯槽骨側にはBrdU陽性細胞の急激な増加とともに、骨芽細胞の増殖と骨の増生が

みられ、歯冠削除3日、7日後に急激な歯根膜腔の狭窄がみられた。このように下顎頭お

よび歯周組織両方に歯冠削除3日後より著しい萎縮性の変化が認められた。

  歯冠修復により咬合機能を回復した場合は、下顎頭に著しい変化が速やかに発現し、歯

冠修復3日後より下顎頭軟骨層のBrdU陽性細胞数の増加が認められ、軟骨層が肥厚し、

対照群とほぼ同様の厚さになった。歯冠修復後の歯周細織においても速やかな変化が発現

しており、歯根膜において歯冠修復3日後よりBrdU陽性細胞数の増加とともに、線維芽

細胞の増殖と歯根膜線維の増生が観察された。歯根膜腔の拡大は若干遅延するものの、歯

槽骨表面からの骨吸収により7日後以降には次第に拡大した。咬合機能回復後の歯周組織

の修復過程は比較的緩徐であり、特に歯根膜線維の機能的再配列は遅延するが、28日後

にはほぼ機能構造の修復が認められた。このように下顎頭およぴ歯周組織両方に歯冠修復

3日後より組織変化が認められたが、下顎頭と比較して歯周組織の修復過程は比較的緩徐

であった。

  このような結果から、咬合機能の喪失および回復に対する下顎頭および歯周組織の変化

は比較的早期より発現し、速やかに生ずることが明らかになった。しかしながら咬合機能

回復後の歯周組織における組織変化は下顎頭と比較してやや緩徐であり、若干異なってい

た。このことには、下顎頭と歯周組織の組織構造およぴ反応する細胞の違いが関与してい

るものと思われた。



学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

咬合機能の喪失と回復がラット下顎頭および

歯周組織におよぼす影響について

審査は、提出論文とそれに関連した学科目について、申請者に対して各審査委員が

口頭試問により行い、各審査委員の報告を元に主査がその結果をまとめた。

（目的）

  咬合機能の喪失が顎関節や歯周組織におよばす影響については多くの研究がなされ

ており、下顎頭軟骨層の菲薄化や歯根膜線維の廃用性萎縮などの組織変化が生ずるこ

とが報告されている。しかしながら、咬合機能喪失後に咬合機能を回復させた場合の

顎関節の組繃渡化、あるいは顎関節と歯周組織の変化の相違、関連性については不明

な点が多い。本研究では、この点を明らかにすることを目的に、次の実験を行った。

（材料と方法）

本 研究 の実験 動物 には 、生後 約6週 齢、体重160g～180gのWistar系雄陸ラ

ット81匹を用い、上顎左側第1、2、3臼歯の歯冠部を歯肉縁まで削除した群を咬

合機能喪失群（30匹）、同様の方法で歯冠部を削除した28日後にOrthomite

Super-Bond~（サン・メディカル社製）を築盛し、歯冠部を修復した群を歯冠修復群

（22匹）、無処置の群を対照群（29匹）とした。咬合機能喪失群は歯冠削除3、7、

14、28、31、35、42、56日後に、菌頂亜僅噺夐群は1塞汚誼鰺復3、7、14、

28日後に安楽死させ頭部を摘出した。通法に従い、前頭断連続切片標本を作製し、

左側下顎頭およぴ歯周組織の変化について、組織学的ならびに組織計量学的に比較検

討した。なお、歯周組織に関しては下顎左側第1臼歯の遠心根頬側を観察した。組織

計量学的検索により得られた測定値については、同一実験期間内での各群間に対して

post hoc testと し て Fisherの PLSD法 を 用 い た 統 計 解 析 を 行 っ た 。

（結果と考察）

  咬合機能の喪失により、下顎頭には急激な著しい変化が発現し、歯冠削除3日後に

は軟骨層の菲薄化やBrdU陽性細胞数の減少など萎縮陸の変化が生じていた。同時に

咬合機能を喪失した歯牙の歯周組織にも急激な著しい変化が発現しており、歯冠削除
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3日後には歯根膜線維芽細胞は萎縮陸の変化を示し、線維芽細胞の配列がやや不規則

になった。また、歯根膜歯槽骨l傾IJにはBrdU陽性細胞の急激な増加とともに、骨芽細

胞の増殖と骨の増生がみられ、歯冠削除3日、7日後に急激な歯根膜腔の狭窄がみら

れた。このように下顎頭およぴ歯周組織両方に歯冠削除3日後より著しい萎縮性の変

化が認められた。

  歯冠修復により咬合機能を回復した場合は、下顎頭に著しい変化が速やかに発現し、

歯冠修復3日後より下顎頭軟骨層のBrdU陽性細胞数の増加が認められ、軟骨層が肥

厚し、対照群とほぼ同様の厚さになった。歯冠修復後の歯周細織においても速やかな

変化が発現しており、歯根膜において歯冠修復3日後よりBrdU陽性細胞数の増加と

ともに、線維芽細胞の増殖と歯根膜線維の増生が観察された。歯根膜腔の拡大は若干

遅延するものの、歯槽骨表面からの骨吸収により7日後以降には次第に拡大した。咬

合機能回復後の歯周組織の修復過程は比較的緩徐であり、特に歯根膜線維の機能的再

配列は遅延するが、28日後にはほぼ臓能構造の修復が認められた。このように下顎

頭および歯周組織両方に歯冠修復3日後より組織変化が認められたが、下顎頭と比較

して歯周細織の修復過程は比較的緩徐であった。

  このような結果から、咬合機能の喪失およぴ回復に対する下顎頭およぴ歯周組織の

変化は比較的早期より発現し、速やかに生ずることが明らかになった。しかしながら

咬合機能回復後の歯周組織における組織変化は下顎頭と比較してやや緩徐であり、若

干異なっていた。このことには、下顎頭と歯周細織の組摘瀞齢よび反応する細胞の

違いが関与しているものと思われた。

各審査委員が行った主な質問事項は以下の通りである。

1）歯冠修復の際、どのように左右臼歯が均等に咬合するように調整したか

2） 咬 合 機 能 喪 失 後 の 歯 牙 が ど の 程 度 歯 冠 方 向 に 挺 出 す る か

3） 歯 周雑 囀 をの 検索雛を下顎 第一臼歯遠´ 心根藩HH0にした理 由は

4）咬合機能喪失後の歯根H＃鯨維が歯根に対して平行な走行方向をとる理由は

5）咬合機能喪失歯の歯根膜耐搾において、どの程度セメント質の増生がみられたか

6）咬合機能回復後の歯周組織の修復が下顎頭と比較してやや緩徐であった理由は

7）老齢ラットを用いた場合、どのような下顎頭、歯周細織の細繃凌化がみられるか

  これらの質問に対して、論文申請者から明快な回答ならびに説明が得られ、さらに

今 後 の 研 究 に つ い て も 明 確 な 方 向 性 を 持 っ て い る と 判 定 し た 。

  審査委員は全員、本研究が学位論文として充分値し、申請者が博士（歯学）の学位

を授与される資格を有するものと認めた。


